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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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８つの重点目標

合計 6.50 275,993 -6,301 269,692

自治体国際化協会職員派遣事業

国際化啓発事業

0－ － 0 0海外技術協力推進事業

228,240

一般社団法人自治体国際化協会の海外事務所に職
員を派遣し、実務型の長期派遣研修を行う。

1.00 15,604 -1,777 13,827

県民の国際感覚の涵養等を図るため、国際交流員に
よる講演や学校訪問、韓国・アメリカとの交流・連携、
中国ホストタウンとして啓発イベントや青少年交流等
を行う。
東京オリンピック・パラリンピック参加選手等受入時の
新型コロナウイルス感染症防止対策の費用に充てる
ため、文化振興基金を積み増しする。

3.50 232,400 -4,160 

河北省友好提携事業
相互理解と連携を深めるため、河北省から大学生の
インターンシップを受入れ

0.50 406 -364 42

海外県人会連携事業
移住先国との相互理解及び国際親善に寄与するた
め、海外県人会（ブラジル、アルゼンチン）の運営を
支援

0.50 1,824 0 1,824

一般外事事務

（人） （補正前） （２月補正） （補正後）
No 令和２年度　実施内容（予定）

職員数 令和２年度
細事業名

25,759外事関係の調査・連絡、外国賓客の接遇 1.00 25,759 0

補正により取り組む

事業内容

○河北省友好提携事業及び国際化啓発事業について、新型コロナウイルス感染症拡大のため、海外との往来を伴う
事業を中止したことによる減額
○自治体国際化協会職員派遣事業について、執行見込額確定による減額

成果指標
設定理由

①② 国際交流員による小中学校等訪問、国際理解講座等での講演、国際交流イベントへの参加や自主企画イベントの開催に
より地域の国際化を促進する。＜元年度末（見込数値）と同程度で設定＞
③ 国レベルの競技団体の連携が可能で、当県へのインバウンドの起爆剤にもなる、スキーを中心とした青少年交流を実施する
ことで友好交流、経済交流の進展につなげる。

 概算人件費 （Ｃ） 52,663 52,663 53,417

 概算事業費（B（A）+C） 133,784

R元年度 ２年度 ２補正後 指標及びその達成状況

269,692

6.50 6.50

① 国際交流員の派遣件数 262件 294件 250件

81,121

　その他 43,931 42,363 42,363
③ ジュニア選手交流競技数 １競技 １競技 １競技

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

0 0
②

国際交流員の派遣満足度
（５段階評価）

4.7点 4.87点 4.5点

134,110 323,109

6.50

予
算
額 補正予算 0 188,245

合計（A) 84,966 81,447

目指す姿

○ 県民の国際感覚の涵養を図り、異文化理解、国際理解を促進することにより、県全体の国際交流が活発になる。
○ 海外の国や地域と広い分野において交流を行い、友好関係が発展する。
○ ワールドワイドにNAGANOブランドを浸透させ、インバウンドが増加する。
○ 東京・北京と続くオリンピック・パラリンピックを契機に中国河北省、北京市との青少年の交流事業等により、関係が強化され経
済交流も促進される。

（主な実施内容： 国際交流員設置事業、国際関係パートナーシップ強化事業、ながの中国ホストタウン交流推進事業）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円）

Aの
財源

　一般財源 41,035 39,084 27,329

　国庫支出金 0 0 200,000

　県　債 0

当初予算 84,966 81,447 81,447 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 30年度末 元年度末

令和２年度前年度繰越 0 0 0

部局 企画振興部

2-3 海外との未来志向の連携

課・室 国際交流課

実施期間 不明 E-mail

事業番号 04 06 01 事業改善シート （令和２年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

○ 長野県のグローバル化を推進するために、県民が行う国際交流イベント等への派遣要請に
応じ、随時、国際交流員等を派遣している。
○ 知事訪問及び要人招へい等により、それぞれの国との具体的な協力・連携関係（パート
ナーシップ）が推進され、本県の認知度とプレゼンスが向上。

令和２年度
補正後額

269,692 千円

職員数 6.50 人

kokusai@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 グローバル化推進事業
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

04 06 01

30年度 元年度

一般外事事務 一般外事事務費
直
接

海外からの賓客への対応、外事関連業務への対応 　 27,314 27,281 25,770 25,770 -11

河北省友好提携事業 河北省友好提携事業
直
接

－ 　 39 0 0 0 0

河北省友好提携事業
中国大学生インターンシップ
活用事業

直
接

相互理解と連携を深めるため、友好提携先の河北
省から1名を受入れ

　 483 483 406 406 -364

河北省友好提携事業 友好提携35周年記念事業
直
接

－ 　 2,818 0 0 0 0

海外技術協力推進事業 研修員等相互派遣事業
直
接

（Ｒ2年度は、事業内容を見直し、No5「国際化啓
発事業」（中国・中南米との青年交流事業）とし
て実施）

　 3,207 4,386 0 0 0

海外県人会連携事業 海外県人会運営費補助金
補
助
金

海外県人会の運営支援のため、補助金を交付す
る。

　 1,824 1,824 1,824 1,824 0

海外県人会連携事業
在ブラジル長野県人会創立60
周年記念式典派遣事業

直
接

－ 　 0 8,228 0 0 0

国際化啓発事業 国際交流推進事務費
直
接

国際交流に係る事務費 　 215 215 368 678 -14

国際化啓発事業 通訳職員設置事業
直
接

県の国際関連業務の通訳及び資料作成に係る翻訳
業務

　 8,856 8,799 9,520 9,520 0

国際化啓発事業 国際交流員設置事業
直
接

小中学校等訪問、国際理解講座等での講演、国際
交流イベントへの参加及び自主企画イベントを開
催

　 14,248 14,409 14,983 14,983 -49

国際化啓発事業
国際関係パートナーシップ強
化事業

直
接

中国河北省・北京市、韓国江原道及びミズーリ州
との交流・連携を深める事業の展開

　 2,088 2,399 1,872 1,872 -1,373

国際化啓発事業
中国・中南米との青年交流事
業（旧　研修員等相互派遣事
業）

直
接

県出身の日系人社会及び県の友好提携先との相互
協力関係を強化するため、中国の青年を受入れ

　 0 0 2,912 2,912 -2,912

国際化啓発事業
ながの中国ホストタウン交流
推進事業

直
接
他

・東京オリパラの中国ホストタウンとして、コ
ミュニティライブサイト実施及び青少年交流等を
行う。
・東京オリンピック・パラリンピック競技大会に
参加する選手等を受け入れる県又は市町村が行う
新型コロナウイルス感染症防止対策の費用に充て
るため、文化振興基金を積み増しする。

　 540 540 7,037 5,975 194,745

国際化啓発事業
北京冬季オリンピック・パラ
リンピック交流強化事業

負
担
金

オリンピック・パラリンピックが開催される中国
との友好交流や経済交流を促進するため、スポー
ツを中心とした青少年の交流事業等を実施

　 4,778 2,194 1,903 1,903 0

自治体国際化協会職員派遣
自治体国際化協会海外事務所
派遣事業

直
接

一般社団法人自治体国際化協会の海外事務所に職
員を派遣し、実務型の長期派遣研修を実施

　 6,553 14,208 15,604 15,604 -1,777

72,963 84,966 82,199 81,447 188,245 0
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令和２年度

当初
(千円)

当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

国際交流課
□当初要求　　□当初予算案

■補正予算案　□点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

令和２年度　実施内容 令和２年度　実施内容（実績）
２年度
実施
状況

事業番号
事　業　名 グローバル化推進事業 部局 企画振興部 課・室


